
海外留学のすゝめ
アメリカ医学研究・教育21年の経験から

第45回金剛祭 医学展講演

2018年11月4日

角田 郁生

近畿大学医学部微生物学講座教授

Homepage: 
http://www.med.kindai.ac.jp/microbio/nihongo.html

E-mail: itsunoda@hotmail.com
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 自己紹介

 医学英語は必要か？

 医学研究留学とは？

 日米の医学部のシステムの違い

 アメリカで教授になるには？ アメリカの医学教育

 近大医学部留学プログラム

海外留学のすゝめ

対象

医学生

若手医師

留学医師・研究者

助教から学長

医学部志望者・医学生



略 歴

 1990年 東北大学医学部卒、大学院入学・神経病理専攻
この間２年間神経内科研修（福島県立医大）

 1994年 大学院修了、医学博士学位取得

 1994年 東北大学助手 （神経病理学）

 1995年～ ユタ大学神経内科学・病理学講座
博士研究員、リサーチ・アソシエイト 、講師

 1996年 ECFMG 取得

 2005年 アシスタント・プロフェッサー （研究室開設）

 2009年～ ルイジアナ州立大学微生物学・免疫学講座
アシスタント・プロフェッサー

 2015年～ 神経内科学講座兼任

 2015年～ アソシエイト・プロフェッサー （テニュア、終身雇用)

 2016年４月～ 近畿大学医学部微生物学講座教授



ルイジアナ州立大学
シュリーブポート

ユタ大学

ソルトレイクシティ

1995年～2009年 14年

2009年～2016年 7年

角田郁生
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2016年4月～



5近畿大学医学部微生物学講座

スンダル・カドカ
ネパールからの
大学院生
2018年10月来日

藤田貢准教授
米留学5.5年 朴雅美講師

米留学3.5年

尾村誠一助教
米留学6年

佐藤文孝助教
米留学7年

崎山奈美江
秘書

多発性硬化症 Multiple Sclerosis (MS)、心筋炎、神経ウイルス学、神
経免疫学、バイオインフォマティクス、腫瘍免疫、腸内細菌、ピロリ菌



6海外留学参考書
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 ECFMG: Educational Commission for Foreign Medical 

Graduate：米国で外国人医師が臨床をする資格

 米国医師国家試験 （USMLE： United States 
Medical Licensing Examination)

 近大新カリキュラムはこの受験資格（国際認証）
を得るために作られた

 日本： 63人合格（2015年）

 Step 1 基礎医学

解剖学、 生化学、 生理学、
病理学、 微生物学、 免疫学、
行動科学（Behavioral sciences)

 Step 2 臨床医学

CK: clinical knowledge 臨床知識

CS: clinical skills 臨床技能

 Step 3 総合的臨床プロセスとケースシミュレーション

レジデントを一年終えてから受験

8
米国臨床留学にはECFMGが必要

2017年版
近大医学部図書館蔵
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Colon
kˈəʊlən(英国英語)
kóʊlən(⽶国英語)

2017年
国試

はじめて
英語問題
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122018年
国試

英語問題
二問
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Thrombosis
⾎栓症

[θrɑmbóʊsɪs]
発⾳記号
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http://medical-dictionary.thefreedictionary.com/

医学英語のWebsite

 Medical Dictionary 英語 発音あり 医学用語
の解説が充実

 weblio 日本語 発音あり 医学用語の数は限
られる

 アルク 英辞郎 日本語 発音記号のみ 医
学用語は限られる

 Dictionary.com 英語 発音あり 医学用語は
限られる

https://ejje.weblio.jp/

https://www.alc.co.jp/

http://www.dictionary.com/
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近⼤多発性硬化症リサーチ・チーム



http://www.med.kindai.ac.jp/microbio/nihongo.html
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2011年９⽉ ⾯接 2014年3⽉ 留学終了仙台こども病院⼩児科医
研究歴ゼロ 独⾝

2012年2
⽉

ポスドク
として留
学

アメリカ研究留学の例
博士研究員：ポスドク
Postdoctoral Fellow

川合英一郎先生の場合



24渡⽶
2012年2⽉

学会発表

家族

研究

ボランティア
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2018年７⽉
東北医科薬科⼤学
⼩児科講座
川合英⼀郎助教

医学博⼠
取得
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 医学部卒業・研修終了

 大学院 ４年間

 博士研究員（ポスドク）・海外留学

 助教

 講師

 准教授

 教授

日本の医学部講座のシステム



日本の医学部講座のシステム

教授

准教授 講師

助教 助教

ポスドク 大学院生 実験助手

助教



 学部卒業

 大学院 5-7年 PhD取得 または 医学部 MD取得

PhDかMDを取得。稀にMD・PhDコースを選択して両者を取得

 博士研究員 （ポスドク） 3年

日本の医師は学位の有無にかかわらずここから

 リサーチ・アソシエイト あるいは二度目のポスドク 3年

 アシスタント・プロフェッサー 6年任期制

 アソシエイト・プロフェッサー 終身雇用 最低６年

 （フル）プロフェッサー （教授）

（チェア Chair 講座のPIのリクルート・財産管理など）

アメリカの医学講座のシステム

ファカルティ
主任研究員
Principal 
Investigator 
= PI



アメリカの医学部講座のシステム

教授 アシスタント教授

ポスドク 大学院生 実験助手

アソシエイト教授

チェアChair

ポスドク 大学院生 実験助手 ポスドク 大学院生 実験助手



31ルイジアナ州立大学医学部微生物学・免疫学講座
主任研究者（教授陣）



32ルイジアナ州立大学医学部微生物学・免疫学講座
大学院生



33ルイジアナ州立大学医学部微生物学・免疫学講座
角田研究室



7/22/2015 ⾓⽥医学部講義

66 new Likes

34

いいね
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 テニュア・トラック

アシスタント教授として雇用

全国公募： 100人に1人が採用

研究・教育・管理運営の三ポイントで評価

６年間の任期 （基本的に昇進させるための制度）

評価項目達成で終身雇用（テニュア）アソシエイト教授に

大学・講座のシニア・メンバーはテニュア取得を支援

大学がスタートアップ支援（数千万円）

 クリニカル・トラック：臨床を中心に行う教員

 リサーチ・トラック： 研究を中心に行う教員

アメリカ医学部教員の三つの道
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アメリカの医学生による医学教育評価



アメリカの医学生による医学教育評価
2012年 微⽣物学・感染症学 評価 ⾓⽥

感染症に対する液性免疫（10）⾓⽥先⽣

1 不満 7.1％
2 ⼗分 60％
3 素晴らしい 29％
4 ⽋席 3.5％



40
⾓⽥先⽣に建設的なコメントをお願いします

いい仕事

よい先⽣

国試をカ
バー
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⾓⽥先⽣に建設的なコメントをお願いします

理解困難、要点は強調はできてるんだけど

彼の講義はよく理解することができなかった。講義を最後まで聞くのは⼤変苦痛
なまっていて理解困難

ウェブで講義を100％⾒たんだけど、彼の講義か
らは全く何も得られなかった。時々、聞き取れ
ることが何度かはあったけどね。とてもいい奴
なんだけど理解困難。

あんたのなまりはヒドイ！
でも講義は楽しかったよ。



Slow Viral Diseases

August 29, 2012
MID # 97

Ikuo Tsunoda, MD, PhD
Assistant Professor

Department of Microbiology and 
Immunology

LSUHSC
E-mail: itsunoda@hotmail.com

http://tsunodalaboratory.web.fc2.com/

遅発性ウイルス感染症





44
微⽣物学・感染症学 評価

⾓⽥

1 不満
2 ⼗分
3 素晴らしい
4 ⽋席

遅発性ウイルス感染症（97）⾓⽥先⽣
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素晴らしい

いい先⽣

国試をカ
バー



46

英語のなまりに対してのコメントについては、
とてもよく対処してたと思う。この問題につい
て語るときは、とてもプロフェッショナルで終
始落ち着いてたし。講義は病気の臨床的な側⾯
を盛り込んでいてとっても楽しかった。

⾓⽥先⽣は⽴派な講師です。うちのクラスの課題として
「⼀⾔も間違ずに⽇本、ロシア、中国で⼀時間免疫学に
ついて語る」ってのはどうかな。そうすれば教員に対す
るリスペクトってのも⽣まれるかも。クラスを代表して
謝罪します。素晴らしい講義でした。



47クラスメイト数名が、あなたの英語のなまりついてコ
メントしたことにとっても困惑してます。確かに、あ
なたはなまってるけど、彼らが⽇本に⾏って難しい講
義をしたら同じことになるはず。私はあなたの講義も
、あなたが教授であるのも嬉しいわ。ありがとう。

⾓⽥先⽣が喋ってることをわかんない⼈は、将来半分
の患者さんの⾔うことを理解できないね。あんな⽂句
をいう奴は、⽿をもう⼀つか⼆つ⽣やす必要あるよ。



482013年 微⽣物学・感染症学 評価

1 不満 0.9％
2 ⼗分 26％
3 素晴らしい 69％
⽋席 ゼロ



49喋ってること
を聞き取るの
はとっても困
難だったけど
、パワーポイ
ントは今まで
のどの教授の
ものよりいい
ね。

プレゼンが良
かった。ちょ
っと聞き取り
にくいけど、
講義はそれで
も良かった。
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 スピーチ・クリニック

 言語・聴覚障害の治療

 原因： 事故による脳障害・脳性まひ・自閉症・外国人
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微生物学講座ブログ

ルイジアナ州立大学
➡近畿大学
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551987年の写真



派遣先 区分 人数 期間 時期 申込 条件 開始

アイオワ大
学（米）

基礎 2-3 ３週間 2-4年生
夏休み

4-5月 授業成績
TOEFL

2015

インペリア
ル・カレッジ・
ロンドン（英）

臨床 2-3 ２週間 5-6年生
春休み

10月末 授業成績
TOEFL

2017

ベトナム国
立大学

臨床 4 ２週間 5-6年生
春休み

10月末 授業成績
TOEFL

2018

クリーブラン
ド・クリニック
（米）

臨床 4 未定 未定 10月末 授業成績
TOEFL

2019

IFMSA
世界126ヵ国

基礎
臨床

2-４ 4週間 1-6年生
春休み
夏休み

派遣1年前

自己負担
8万円

なし
または
TOEFL

1951（世界）
1961（日本）

56近畿大学医学部留学コース
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近大医学留学
アイオワ大学プログラム

 第1回 2015年

山口実賀 磯矢嵩亮（近畿大医学雑誌

第40巻3,4号 101-106、2015）

 第2回 2016年

飯塚昇 平井貴士 竹原賢作（近畿大医

学雑誌 第41巻3,4号 103-110、2016）

 第3回 2017年

谷奏慧 水森祐樹 中村ゆう子 （近畿

大医学雑誌 第42巻3,4号 145-154、

2017）



第1回 近畿大学医学部
アイオワ大学研修プログラムに参加して

医学部6年
山口実賀

研修期間：2015年8月2日〜8月29日（4週間）



アイオワ大学留学プログラム

目的：学生の間から海外の医学研究・医学教育に
触れることにより、将来医師として国際感覚豊かな
、そして幅広い視野を持つ人材を育成すること



アイオワでの１日（平日）
をご紹介したいと思います( ^ ^ )/

0 1
2

3

4

5

6

7

8
9

10111213
14

15

16

17

18

19

20
21

22 23

睡眠

起床/
準備

研究室
ランチ

研究室

/講演

会

自由

時間



近大医学留学
ロンドン研修プログラム

 第1回 2017年 前田華菜 遠藤みどり（近

畿大医学雑誌 第42巻1,2号 41-45、2015）

 第2回 2018年 垣内駿吾 河村優人 瀬口

京介（近畿大医学雑誌 第43巻1,2号 87-

88、2018）



近大医学留学
第１回ベトナム研修プログラム 2018年

飯塚昇 坂本洋一 中村雄一 湯沢航平

（近畿大医学雑誌 第43巻1,2号 85-86、2018）



 「すべての医学生がグローバルヘルスのために
団結し、将来の医療において地域、そして世界で
活躍できるリーダーを育成する」

 126ヵ国、130万医学生

 IFMSA-ジャパン 日本支部 58校 「社会貢
献や国際社会とのつながりの下、幅広い視野を
もった医療人を育成し、よりよい社会を目指す」

基礎研究交換留学：日本45名/年 医学研究

臨床交換留学： 日本90名/年 病院実習

費用： ８万円 期間： ４週間

64
IFMSA 国際医学生連盟 （International 

Federation of Medical Students’ Associations）



 IFMSA‐近大 1年：11人 2年：17人 3年： 12人
4年：11人 5年：10人 6年：6人 合計：67人
医学部の部活では最大

近大からの留学 2019年2人（予定）

留学生受け入れ 2018年：4人 （イタリア 2、エ
ルサルバドル 1、デンマーク 1）

顧問 角田郁生

ホームページ

日英二か国語で運営

フェイスブック

65
IFMSA-近大



66IFMSA-近大



67エリカ・ペディオさん イタリア バリ大学医学部



68
テニス四大大会：グランドスラム

 ウインブルドン （イギリス）

 オーストラリア・オープン （オーストラリア）

 フレンチ・オープン （フランス）

 全米オープン （アメリカ）

大坂なおみ2018
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近大医学留学グランドスラム

 IFMSA （1-6年）

 アイオワ （2-4年）

 ベトナム （5-6年）

 ロンドン （5-6年） [クリーブランド]

飯塚昇2016年

飯塚昇2018年



金剛祭医学展 医学部３年嶋和将主務 岡本
鴻児（こうじ）副主務, 川本真綾, 嶋田剛士

 IFMSA‐近大 宮岸麻衣, 加藤正寛, 松本悠佑,
松本亜佑美, 若林嶺, Erika Pedio

近大留学生OB/OG 山口実賀, 前田華菜, 湯
沢航平, 磯矢嵩亮, 飯塚昇

ユタ州立大学 Yoko Y. Elsner

ユタ大学 Robert S. Fujinami, Tami Leppert

ルイジアナ州立大学 Dennis J. O’Callaghan, 
J. Steven Alexander

金沢大学教授 山田正仁

岩手医科大学名誉教授 角田文男

70
謝辞


